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新型コロナウイルス影響長期化
子育て世帯へ特別給付金

補
正
予
算

６
月
定
例
会

町内で順調に進むワクチン接種

い
ち
ご
栽
培
施
設
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
工
事

１
億
７
３
６
９
万
円

工事請負契約　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
事
業
推
進
の

た
め
、
い
ち
ご
栽
培
施
設
に
太
陽
光
発
電

と
蓄
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
ま
す
。

　

自
給
自
足
の
電
力
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、

町
内
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
率
の
向
上

を
目
指
し
ま
す
。

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　
令
和
３
年
第
２
回
定
例
会
は
６
月
９
日

か
ら
11
日
ま
で
の
３
日
間
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
第
１
日
目
に
町
長
よ
り
専
決
処
分
、
条

例
制
定
お
よ
び
一
部
改
正
、
工
事
請
負
契

約
、
備
品
購
入
契
約
、
財
産
の
取
得
、
固

定
資
産
評
価
員
の
選
任
、
農
業
委
員
会
委

員
の
任
命
、
一
般
会
計
補
正
予
算
お
よ
び

特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
31
議
案
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

　
第
２
日
目
は
２
人
が
一
般
質
問
を
行
い

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
適
合
し
た
エ
コ
住
宅

建
設
に
補
助
金
を
」「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
検
査
体
制
構
築
に
つ
い
て
」な
ど
を
取

り
上
げ
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
本
会
議
で
は
初
日
に
提
案
さ

れ
た
31
議
案
を
審
議
し
、
全
議
案
と
も
原

案
通
り
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
回
の
傍
聴
者
は
延
べ
15
人
で

し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

対
応
等
業
務
委
託

２
０
７
５
万
円

一般会計　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
を
迅
速
に
受
け
付

け
る
た
め
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
回
線
を
増
設

し
ま
す
。

　

接
種
率
向
上
の
た
め
丁
寧
に
対
応
し
ま
す
。

子
育
て
世
帯

生
活
支
援
特
別
給
付
金

８
２
５
０
万
円

一般会計　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
が

長
期
化
す
る
中
、
子
育
て
世
帯
を
支
援
す

る
た
め
、
生
活
支
援
特
別
給
付
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

対
象
者

①�

令
和
３
年
４
月
分
の
児
童
手
当
の
支

給
を
受
け
て
い
る
児
童

②
18
歳
ま
で
の
高
校
生

給
付
額

児
童
生
徒
１
人
当
た
り
一
律
５
万
円

西
工
業
団
地
用
地
取
得

２
４
３
０
万
円

財産取得　

西
工
業
団
地
の
整
備
を
進
め
る
た
め
計

画
地
に
隣
接
す
る
民
有
地
を
取
得
し
ま
す
。

　

高
圧
電
力
と
工
業
用
水
が
利
用
可
能
で

あ
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
型
工
業
団
地
を
目
指
し

ま
す
。

　

団
地
内
に
原
風
景
を
活
か
し
た
公
園
を

整
備
す
る
こ
と
で
、
町
民
の
憩
い
の
場
と

し
て
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

※万円未満四捨五入
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補
正
予
算
質
疑 成人式出席者へ

新型コロナ抗原検査を実施

人

事

成人式が予定される町内の交流施設（イメージ図）

　
令
和
３
年
第
２
回
定
例
会
に
て
補
正
予

算
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
中
か
ら
主
な
質
疑
内
容
を
報
告
し

ま
す
。

農
業
委
員
会
委
員
12
名
に
同
意
。

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

問　
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る
条
件
は
。

答　
令
和
３
年
４
月
分
の
児
童
手
当
、
特
別

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
児
童
生

徒
で
あ
る
。

　

令
和
３
年
度
分
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
の

世
帯
に
一
人
当
た
り
５
万
円
を
申
請
不
要
で
支

給
す
る
。

　

な
お
令
和
３
年
４
月
か
ら
４
年
２
月
末
ま
で

生
ま
れ
た
子
ど
も
は
申
請
が
必
要
に
な
る
。

坂
下
ダ
ム
調
査
委
託

問　
調
査
は
ど
の
よ
う
な
設
備
の
設
置
を
目

的
に
行
う
の
か
。

答　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
事
業
推
進
の
た
め
坂
下

ダ
ム
を
活
用
し
た
少
水
力
発
電
、
お
よ
び
湖
面

等
を
利
用
し
た
太
陽
光
発
電
の
導
入
が
可
能
か

を
調
査
す
る
。

成
人
式
新
型
コ
ロ
ナ
抗
原
検
査

問　
秋
に
開
催
予
定
の
成
人
式
で
出
席
者
に

は
事
前
に
抗
原
検
査
を
実
施
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
検
査
を
す
る
の
か
。

答　
出
席
案
内
通
知
に
唾
液
抗
原
検
査
キ
ッ

ト
を
同
封
し
前
日
の
夜
ま
た
は
当
日
朝
に
検
査

を
行
い
、
そ
の
結
果
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮

影
し
受
け
付
け
に
提
示
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。

【同意された委員（敬称略）】

氏　名　（地区名） 氏　名　（地区名）

１ 吉　田　和　也 （野　上） ７ 堀　川　　　健 （下野上）

２ 藤　森　幸　喜 （下野上） ８ 尾　内　ハツ子 （夫　沢）

３ 田　中　利　忠 （熊　川） ９ 根　本　友　子 （小入野）

４ 畑　川　惠　成 （熊　町） 10 吉　田　幸　治 （下野上）

５ 石　田　定　孝 （野　上） 11 大和田　宣　夫 （小良浜）

６ 佐久間　住　夫 （　熊　） 12 前　田　克　浩 （下野上）

　

全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
員

島
　
和
広
氏
を
選
任

【
住　

所
】　

大
熊
町
大
字
熊

【
任　

期
】　

令
和
３
年
７
月
８
日
〜

　
　
　
　
お
お
く
ま
議
会
だ
よ
り
第
57
号

の
６
ペ
ー
ジ
表
中
、
令
和
４
年
度
お
よ
び

令
和
５
年
度
の
固
定
資
産
税
の
負
担
割
合

は
、
今
後
、
条
例
の
制
定
等
に
よ
り
変
更

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
お
詫
び
の
上
補
足
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
詫
び
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一  

般  

質  

問

　
　
　

下
野
上
地
区
復
興

拠
点
区
域
内
の
梨
畑
は
産

業
エ
リ
ア
と
住
宅
エ
リ
ア

が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
エ
リ
ア
内
に
は
２
カ
所

の
調
整
池
の
設
置
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
部

を
有
効
活
用
す
べ
き
と
考

え
る
。

　

産
業
エ
リ
ア
側
の
調
整

池
上
部
に
は
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
住
宅

エ
リ
ア
側
の
調
整
池
上
部

に
は
町
民
の
憩
い
の
場
と

し
て
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど

を
設
置
す
べ
き
と
考
え
る

が
町
長
の
見
解
を
問
う
。

阿
部 問 

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
を

答 

産
業
エ
リ
ア
側
は
設
置
を
検
討
す
る

　
　
　

産
業
エ
リ
ア
側
の

調
整
池
に
は
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
の
設
置
を
検
討

し
て
い
る
。

　

住
宅
側
の
調
整
池
の
上

部
を
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど

の
憩
い
の
場
と
し
て
整
備

す
る
点
に
つ
い
て
は
池
の

上
部
に
人
工
的
な
地
盤
を

整
備
す
る
こ
と
は
、
面
積

が
１
㌶
以
上
あ
る
た
め
管

理
面
や
整
備
費
用
の
点
か

ら
困
難
で
あ
る
。

　

一
方
で
当
該
調
整
池
は

常
時
水
が
溜
ま
っ
て
い
る

も
の
で
は
な
い
の
で
、
池

の
底
面
の
高
さ
を
段
々
に

町
長

調整池活用

町
政
を
問
う

復
興
へ
の
課
題
を
と
ら
え
て

阿部　光國 議員

問 エコ住宅建設に補助金を

答 町独自の補助制度を検討

　
　
　

町
で
は
将
来
的
に

原
発
事
故
が
あ
っ
た
町
で

は
な
く
、
先
進
的
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
タ
ウ
ン
と
し
て

私
た
ち
の
子
ど
も
や
孫
た

ち
が
誇
り
を
持
っ
て
語
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

と
し
て
い
る
。

　

令
和
４
年
春
に
は
特
定

復
興
再
生
拠
点
の
区
域
が

解
除
さ
れ
、
そ
の
区
域
内

に
は
こ
れ
か
ら
帰
町
す
る

町
民
や
新
規
移
住
者
が
住

宅
の
新
築
や
改
修
な
ど
を

し
て
生
活
が
始
ま
る
と
予

想
さ
れ
る
。

　

そ
こ
で
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

に
適
合
し
た
住
環
境
整
備

を
進
め
る
た
め
に
、
町
内

に
建
設
さ
れ
る
エ
コ
住
宅

に
以
下
の
支
援
策
を
す
べ

き
と
考
え
る
。

・�

冷
暖
房
な
ど
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
る
住
宅
の
建

築
に
対
す
る
補
助
金

・�

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
へ
の
補
助
金

阿
部

・�

蓄
電
池
シ
ス
テ
ム
設
置

へ
の
補
助
金

・�

電
気
自
動
車
充
給
電
設

備
設
置
へ
の
補
助
金

　

こ
の
よ
う
な
支
援
策
は

他
自
治
体
で
も
実
施
し
て

い
る
が
、
町
民
の
帰
還
や

移
住
促
進
の
た
め
に
町
で

は
よ
り
手
厚
い
支
援
策
を

実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が

町
長
の
見
解
を
問
う
。

　
　
　

町
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
政
策
の
基
本
理
念
と
必

要
な
手
続
き
事
項
等
を
条

例
で
定
め
る
と
と
も
に
、

全
国
の
先
進
事
例
の
仕
組

み
を
参
考
と
し
、
必
要
経

費
を
手
厚
く
支
援
で
き
る

町
独
自
の
補
助
制
度
の
準

備
を
進
め
る
。

　

ま
た
、
今
回
の
補
助
制

度
で
は
町
民
、
新
規
移
住

者
の
み
な
ら
ず
町
内
に
立

地
す
る
企
業
や
事
業
者
も

支
援
の
対
象
に
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

町
長

す
る
こ
と
に
よ
り
河
川
敷

の
よ
う
な
利
用
を
検
討
す

る
。
調
整
池
の
底
面
利
用

に
つ
い
て
は
様
々
な
利
用

が
考
え
ら
れ
る
が
、
雨
の

際
に
調
整
池
と
し
て
の
機

能
を
果
た
す
こ
と
が
第
一

で
あ
る
。

　

管
理
の
点
で
問
題
が
な

い
か
も
踏
ま
え
て
整
備
の

可
能
性
を
検
討
す
る
。
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一  

般  

質  

問

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
町

内
で
も
感
染
者
が
確
認
さ

れ
た
。
町
は
今
ま
で
以
上

に
町
民
の
生
命
を
守
る
対

策
を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
。

　

最
優
先
は
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
早
期
終
了
だ
が
、
全

員
の
２
回
接
種
終
了
に
は

時
間
を
要
す
る
。

　

そ
こ
で
町
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
終
了
ま
で
の
感
染
防

止
策
と
し
て
、
県
外
居
住

町
民
に
検
査
費
用
を
助
成

県
内
居
住
町
民
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
、
抗
原
検
査
キ
ッ
ト

を
本
庁
お
よ
び
各
出
張
所

に
配
備
し
、
緊
急
で
検
査

が
必
要
な
町
民
が
簡
易
検

査
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を

構
築
し
て
は
ど
う
か
。

　

早
期
対
応
に
よ
り
感
染

を
抑
制
し
、
今
後
町
民
か

ら
感
染
者
が
出
な
い
よ
う

万
全
の
態
勢
を
整
え
る
べ

き
と
思
う
が
町
長
の
考
え

を
伺
う
。

西
山

西
山
　
英
壽 

議
員

問 簡易検査体制を構築すべき

答 ワクチン接種に全力を挙げていく

　
　
　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、
抗

原
検
査
の
実
施
は
、
感
染

を
拡
大
さ
せ
な
い
た
め
に

有
効
な
手
段
と
考
え
る
。

　

役
場
本
庁
舎
や
各
出
張

所
で
も
検
査
を
受
け
ら
れ

る
体
制
整
備
が
あ
れ
ば
、

さ
ら
に
体
制
強
化
と
な
る

と
考
え
る
が
、
感
染
症
の

検
査
業
務
は
保
健
所
の
業

務
で
あ
り
、
町
で
は
専
門

職
も
お
ら
ず
検
査
す
る
事

が
で
き
な
い
。

　

検
査
費
用
の
助
成
に
つ

い
て
は
、
今
ま
で
自
費
に

て
検
査
を
受
検
し
て
い
た

経
過
等
も
あ
り
改
め
て
の

制
度
設
計
は
公
平
感
を
欠

く
と
考
え
る
。

　

町
と
し
て
は
感
染
拡
大

防
止
に
努
め
、
県
や
避
難

先
自
治
体
と
協
力
し
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
全
力
を
挙
げ

て
い
く
。

町
長

新
型
コ
ロ
ナ

　
　
　

町
は
幼
保
小
中
一

貫
の
新
教
育
施
設
の
建
設

に
向
け
進
ん
で
い
る
。

　

そ
こ
で
子
育
て
世
帯
が

帰
還
を
検
討
し
や
す
く
な

る
こ
と
、
ま
た
新
規
移
住

を
検
討
し
て
い
る
子
育
て

世
帯
の
判
断
材
料
の
一
つ

と
し
て
、
町
内
に
居
住
し

町
外
の
高
等
学
校
に
通
学

す
る
高
校
生
を
対
象
と
し

て
、
在
学
中
の
通
学
定
期

費
等
を
補
助
す
る
制
度
を

新
設
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

　

補
助
制
度
新
設
に
よ
る

教
育
支
援
に
よ
り
、
町
内

か
ら
通
学
す
る
子
育
て
世

帯
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

が
図
ら
れ
れ
ば
帰
還
促
進

新
規
移
住
に
も
繋
が
る
と

思
う
が
、
町
長
の
考
え
を

伺
う
。

西
山

　
　
　

新
教
育
施
設
の
実

施
設
計
を
着
実
に
進
め
て

い
る
が
、
開
校
時
の
児
童

生
徒
数
は
少
人
数
が
予
想

さ
れ
、
そ
の
後
も
子
ど
も

た
ち
の
人
数
の
想
定
が
困

難
で
あ
る
。

　

ま
さ
に
通
学
費
補
助
制

度
は
、
そ
の
教
育
支
援
に

よ
り
子
ど
も
た
ち
の
進
路

選
択
の
幅
を
広
げ
る
と
と

も
に
、
町
内
か
ら
通
学
す

町
長

る
子
育
て
世
帯
へ
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ

る
。
ま
た
町
民
帰
還
お
よ

び
住
民
移
住
の
契
機
の
一

助
と
な
る
こ
と
が
期
待
で

き
る
。
今
後
町
は
、
子
育

て
世
帯
の
目
線
で
安
心
し

て
居
住
で
き
る
環
境
を
整

え
る
た
め
、
町
内
か
ら
通

学
す
る
高
校
生
に
対
し
、

通
学
費
補
助
を
実
施
し
て

い
き
た
い
。

問 

町
内
か
ら
通
学
す
る
高
校
生
に
支
援
を

答 

補
助
を
実
施
し
て
い
き
た
い

町内から高校へ通学しやすくなります

通学費補助
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全
員
協
議
会県外最終処分に

向けた検討が始まる
　
４
月
26
日
、
全
員
協
議
会
に
て
環
境
省
、
原
子
力

災
害
現
地
対
策
本
部
よ
り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
説
明
要
旨
と
主
な
質
疑
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　
５
月
24
日
、
全
員

協
議
会
に
て
企
画
調

整
課
よ
り
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
説
明
要
旨
と
主
な

質
疑
内
容
に
つ
い
て

報
告
し
ま
す
。

中
間
貯
蔵
施
設

　

県
内
に
仮
置
き
さ
れ
て

い
る
除
去
土
壌
は
帰
還
困

難
区
域
の
も
の
を
除
く
と

本
年
度
末
ま
で
に
お
お
む

ね
搬
入
を
完
了
し
ま
す
。

　

施
設
整
備
の
進
捗
、
除

去
土
壌
な
ど
の
発
生
状
況

に
応
じ
て
必
要
な
用
地
取

得
を
行
う
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
地
権
者
に

対
し
丁
寧
に
説
明
を
尽
く

し
ま
す
。

　

ま
た
減
容
処
理
な
ど
技

術
の
さ
ら
な
る
開
発
や
検

証
を
行
い
、
県
外
最
終
処

分
に
向
け
た
検
討
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

主
な
質
疑
の
内
容

問　
２
０
４
５
年
の
県

外
最
終
処
分
に
向
け
、
年

次
ご
と
に
達
成
す
る
目
標

を
き
め
細
か
に
示
す
べ

き
で
は
。

答　
中
長
期
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
分
か
り
や
す
く
と

い
う
こ
と
は
十
分
認
識

し
て
お
り
検
討
し
た
い
。

問　
用
地
取
得
は
状
況

に
応
じ
て
と
い
う
こ
と

だ
が
、
当
初
必
要
と
さ
れ

た
用
地
は
す
べ
て
購
入

す
る
の
か
。

答　
土
地
が
余
る
の
で

は
と
思
う
方
も
い
る
が
、

予
定
し
た
１
６
０
０
㌶

す
べ
て
必
要
で
あ
る
。

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水

　

福
島
第
一
原
発
の
廃
炉

を
進
め
て
い
く
に
は
使

用
済
み
燃
料
や
デ
ブ
リ

を
保
管
す
る
施
設
が
必

要
で
、
処
理
水
を
処
分
し

な
け
れ
ば
敷
地
が
限
界

に
達
し
ま
す
。
タ
ン
ク
の

風
評
と
老
朽
化
や
大
き
な

地
震
へ
の
災
害
リ
ス
ク
な

ど
の
指
摘
も
あ
り
、
４
月

13
日
に
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水

の
海
洋
放
出
方
針
を
決
定

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

自
治
体
、
農
林
水
産
業

者
な
ど
と
数
百
回
に
及
ぶ

意
見
交
換
、
様
々
な
関
係

団
体
か
ら
も
意
見
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
ら

を
総
合
的
に
判
断
し
て
決

定
し
ま
し
た
。

　

風
評
被
害
を
最
大
限
抑

制
す
る
た
め
に
、
ト
リ
チ

ウ
ム
の
濃
度
に
つ
い
て
６

万
ベ
ク
レ
ル
が
海
洋
放
出

の
規
制
基
準
で
す
が
そ
れ

の
40
分
の
１
、
１
５
０
０

ベ
ク
レ
ル
未
満
に
な
る
よ

う
希
釈
し
ま
す
。
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
は
放
出
前
も
後
も

徹
底
し
、
第
三
者
の
目
を

入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
透

明
性
を
高
め
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　

処
理
水
の
安
全
性
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
科
学
的

根
拠
に
基
づ
く
情
報
を
分

か
り
や
す
く
発
信
し
て
ま

い
り
ま
す
。

主
な
質
疑
の
内
容

問　
ト
リ
チ
ウ
ム
だ
け

で
は
な
く
、
他
の
放
射
性

物
質
を
含
む
処
理
水
は
大

丈
夫
な
の
か
。

答　
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
で
浄
化
し

放
出
前
に
基
準
を
満
た
す
。

東
京
電
力
だ
け
で
な
く
第

三
者
機
関
で
も
こ
の
水
を

し
っ
か
り
検
査
す
る
。

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設

　

起
業
を
目
指
す
人
材
の

育
成
、
支
援
す
る
施
設
と

し
て
大
野
小
南
校
舎
と
図

書
室
を
活
用
し
ま
す
。
町

の
新
た
な
産
業
づ
く
り
や

雇
用
創
出
が
ね
ら
い
で
す
。

　

事
務
室
を
は
じ
め
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
、
屋
外
階
段
の

設
置
、
電
気
、
衛
生
、
空

調
防
災
設
備
な
ど
を
整
備

し
ま
す
。
ま
た
体
育
館
も

補
修
し
倉
庫
と
し
て
活
用

し
ま
す
。

　

北
校
舎
に
つ
い
て
は
環

境
省
で
解
体
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、併
せ
て
机
な

ど
の
備
品
を
処
分
し
ま
す
。

主
な
質
疑
の
内
容

問　
施
設
に
入
居
を
希

望
す
る
人
た
ち
の
募
集
は

い
つ
ご
ろ
に
な
る
の
か
。

答　
今
年
の
秋
あ
た
り

に
募
集
要
綱
を
示
し
、
来

年
春
の
開
所
を
目
指
す
。
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

生活循環バスの
利便性を向上すべき

文化財収蔵庫の整備を
早急に検討すべき

生
活
循
環
バ
ス

　

生
活
循
環
バ
ス
の
運
行

状
況
に
つ
い
て
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

利
用
者
が
少
な
い
こ
と

も
あ
り
今
年
度
は
バ
ス
の

本
数
を
削
減
し
ま
し
た
。

ま
た
、
現
状
は
他
の
公
共

交
通
機
関（
Ｊ
Ｒ
・
路
線

バ
ス
）の
運
行
時
間
と
ズ

レ
も
あ
り
買
い
物
や
通
院

時
の
バ
ス
待
機
時
間
が
極

端
に
短
い
こ
と
も
把
握
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
課

題
を
踏
ま
え
利
便
性
向
上

の
た
め
路
線
変
更
も
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　

委
員
か
ら
は
、
現
状
を

よ
く
分
析
し
、
利
用
率
が

低
い
場
合
は
震
災
前
の

「
あ
い
ま
ち
タ
ク
シ
ー
」の

よ
う
な
手
法
も
検
討
し
て

み
て
は
ど
う
か
と
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

大
川
原
町
営
住
宅

　

大
川
原
地
区
町
営
住
宅

の
入
居
状
況
に
つ
い
て
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

災
害
公
営
住
宅
の
不
適

正
な
利
用
に
つ
い
て
は
、

居
住
確
認
調
査
を
行
い
不

在
で
あ
っ
た
11
世
帯
に
対

し
、
電
話
で
状
況
を
確
認

し
た
と
こ
ろ
４
世
帯
は
居

住
を
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
巡
回
等
を
実

施
し
不
適
正
な
利
用
が
確

定
し
た
世
帯
は
退
去
を
お

願
い
し
て
い
き
ま
す
。

　

委
員
か
ら
は
、
今
後
も

住
宅
の
不
適
正
な
利
用
が

な
い
か
し
っ
か
り
調
査
し

て
い
く
べ
き
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　
５
月
20
日
委
員
会
を
開
催
し
、
所
管
事
務
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

現
地
調
査

　

大
野
小
学
校
体
育
館
に

保
管
さ
れ
て
い
る
文
化
財

等
の
調
査
と
、
民
俗
伝
承

館
の
現
況
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

図
書
館
の
天
井
が
一
部

崩
落
し
て
い
る
が
そ
の
他

大
き
な
損
傷
は
確
認
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
大
野
小

学
校
体
育
館
は
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
と
し
て

利
用
も
計
画
さ
れ
て
い
る

た
め
、
関
係
課
と
綿
密
に

協
議
す
る
こ
と
。

　

ま
た
、
文
化
財
収
蔵
庫

の
整
備
に
つ
い
て
も
早
急

に
検
討
す
べ
き
と
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

　
５
月
19
日
委
員
会
を
開
催
し
、
所
管
事
務
お
よ
び

現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

文化財の行き先は
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■
発
行
／
福
島
県
大
熊
町
議
会　
　

〒
９
７
９

−

１
３
０
６　

大
熊
町
大
川
原
字
南
平
１
７
１
７　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
４
０

−

２
３

−

７
８
４
０　

■
編
集
／
大
熊
町
議
会
広
報
公
聴
常
任
委
員
会

お
お
く
ま
議
会
だ
よ
り
No.58
R ３. ８

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

委

員

長
　
　
佐
藤
　
照
彦

副
委
員
長
　
　
渡
辺
　
　
誠

委
　
員
　
　
石
井
　
和
弘

委
　
員
　
　
島
原
健
二
郎

委
　
員
　
　
西
山
　
英
壽

委
　
員
　
　
阿
部
　
光
國

委
　
員
　
　
廣
嶋
　
公
治

発
行
責
任
者
　
　
吉
岡
健
太
郎

サ
ー
ク
ル
紹
介気軽に参加しませんか！

初心者大歓迎

編
集
後
記

　

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
の
大
谷
翔
平
選
手
の
活
躍

が
光
輝
く
今
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

　

先
日
久
し
ぶ
り
に
長
男
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

で
ふ
れ
あ
い
ま
し
た
。

　

16
歳
の
長
男
が
投
げ
た
球
は
、
と
て
も
速
く

真
っ
直
ぐ
で
、
そ
し
て
重
い
球
で
し
た
。

　

キ
ャ
ッ
チ
し
た
私
の
手
の
ひ
ら
の
痛
み
は
、

長
男
が
真
っ
直
ぐ
未
来
へ
着
実
に
歩
ん
で
い
る

10
年
間
の
成
長
の
重
み
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　

力
強
く
育
っ
て
く
れ
て
い
る
長
男
を
、
い
つ

も
以
上
に
、
と
て
も
誇
ら
し
く
、
と
て
も
愛
お

し
く
思
い
、
目
頭
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
子
達
の
本
当
の
帰
る
場
所
、
そ
し
て
未

来
を
守
ら
な
け
れ
ば
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
手
の
ひ
ら
の
痛
み
は
数
日
取
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

�

（
西
山　

英
壽
）

　おおくまパークゴルフ協会は、震災以降も愛好者団体として活動して
おります。
　当協会の会員は浜通り、中通り、会津方部を含め約90名が在籍し
ています。主な活動は年数回の講習会や競技大会、中通り、会津方部
の合同交流会を実施しています。
　また浜通り方部では週２回の練習日を設け、毎回約40名が参加し
元気に活動しています。
　当協会はパークゴルフを通じて、以下の点を目標としています。
①�子どもから高齢者まで三世代にわたって誰もが気軽に楽しむ。
②�適度な運動で心身の健康や脳の活性化を図る。さらに、健康を維持
することで今後の医療費削減に貢献する。
③�パークゴルフを通し町民が集まることで絆を深める。
　今までパークゴルフに興味がなかった方、ひきこもりがちな方
まずは気軽に参加しませんか。

� おおくまパークゴルフ協会
� 会長　冨田　英市 ベストスコアを目指して

毎回和気あいあいと楽しんでいます


